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財団法人マイクロマシンセンター事業の動き

１．産業動向調査

産業動向調査委員会では、昨年度に引き続き、
MEMSがどのような機器（MEMS-Inside）にどのよう
に利用されているか（MEMSアプリケーション）及
びそのMEMS関連企業の状況を調査し、日本の
MEMS産業拡大の課題と方策を21年度調査報告書と
してまとめました。
MEMSは、既に自動車のエアバックセンサ、プリ

ンターヘッド、ゲーム機のコントローラ、デジタル
カメラの手振れ防止などに代表されるような実用技
術として多くの製品へ応用されており、今後も多様
な応用が見込まれます。また、下図に示すように
MEMS産業を形成する企業も多様な業種へと拡大し
つつあります。

日本のMEMS産業は、STマイクロエレクトロニク
ス、アナログデバイスやMEMSファウンダリ等の海
外の水平分業モデルの企業群に対し、垂直統合モデ
ルにある有力企業群によって形成されています。こ
のことは、日本の技術、ノウハウ、設備が散在して
いることによる非効率と、MEMSデバイスの市場普
及・浸透の活動の不足ともなり、今後の重要な競争
要因となるコスト競争の観点では、海外に比べ劣勢
にある可能性があります。
日本のMEMS産業の強化には、公的機関および企

業間の連携で、技術、ノウハウ、設備を有効活用す
るとともに、標準化等を通して技術・用途開発から
市場普及と大量生産へのギアチェンジを実行できる
よう、産業界と公的機関の統制された積極的な活動
が望まれます。

２．下期国内外技術動向調査

国内外技術動向調査の下期調査としてMEMS 2010
（23rd IEEE International Conference on Micro Electro
Mechanical Systems）の調査を実施しました。23回目
にあたるこの会議は、2010年１月24日（日）～28日
（木）の日程で、香港で開催されました。
投稿件数は885件で、過去最高を記録しました。地

域別ではアジアが425件と最も多く、全体の48％と約
半分を占めました。採択された論文数は全体で298件、
採択率は34％でした。地域別では北米130件、採択率
46％、アジア113件、採択率27％、欧州55件、採択率
31％でした。
国別発表件数の推移を図１に示します。米国の急

増と台湾、中国の堅調な伸びが注目されます。

分野別発表件数を図２に示します。Fabrication
Technologies（non-Silicon）、Fluidic 、Mechanical
Sensor がトップ３でした。

調査研究・標準化事業の動き

（注）企業数は累計 
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MEMS市場 日本のMEMS産業の特徴 

日本のMEMS産業の課題 

日本の強み 日本の弱み 

成功事例の共通点 
・民生エレクトロニクス大手が垂直
　統合的にMEMS開発を牽引  
・水平分業化を担うMEMSファウン 
　ダリ産業での遅れ 

・ユーザーの意向を踏まえたデバイス
　開発と広範な用途開拓 

・日本中に散在したMEMS技術、設備、ノウハウの有効活用（水平連携） 
・MEMSの市場普及・浸透の推進（ギアチェンジ） 

・個々のデバイスのコスト競争力 

・ユーザー意向を反映した差別性
　高いMEMSデバイスの開発  
・デバイスを市場に普及・浸透させ
　る仕掛け 

・民生エレクトロニクス分野が今後
　の成長領域  
・技術競争に加えて、コスト競争力
　が今後ますます重要に 

図１　国別発表件数の推移
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図２　分野別発表件数




